










ュー(救 出 ・復旧)活 動について報告するものである。全史料協 とは,国及
び地方自治体,大学の公文書館,文書館等の機関及びその職員等によって1976
年に結成された団体である。2011年9月1日現在,機 関会員141機関,個人
会員295人が加盟 している。結成以来,古 文書などの各種歴史資料,現 用及
び歴史的公文書等の適切な保存 と活用,及 び将来への継承の促進を目指 し,
会員相互の交流 と研鑑,実 務の向上を実現すべ く活動 して きた。
日本近現代史を専攻する筆者は,本学着任(2011年4月)以前,兵庫県尼
崎市立地域研究史料館において古文書や歴史的公文書の収集 ・保存 ・整理 ・
公開といった一連の業務')に非常勤嘱託として従事 してきた。同館は全史料協
1)平成22年4月1日 付の辞令書では 「地域研究史料館の地域史料研究業務」 となっ
ている。
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的構造改革による地域社会の解体が進み,人 々がそこに生 き続けてい くこと
が困難になるような地域社会の状況が厳存 している。
こうした中,全史料協がその成立に大 きな関心を寄せて きた公文書管理法




体 としての全史料協は,この法の精神を現実の ものにしてい くためにも,現
























どを保管 して きた資料館,そ して民家などが多い」 と述べている。さらに岡
田氏は,宮城県の石巻文化センター,岩手県の陸前高田市立博物館の存在に
触れ,「いずれも総合博物館として地域の文化の保存 ・継承 ・教育に大 きな役







史料協の像が,ま だ明確になってはいなかったと思われる。 とはいえ,全 史






















た,公文書 レスキューの先行事例を紹介 してお きたい。
第1は,群 馬県立文書館による宮城県女川町役場公文書の レスキューであ
る。これは県による被災地支援の一環 として取 り組まれた事業であるが,活
動の基礎 となったのは日本自治学会を通 じた文書館 と三陸地方自治体 との関
係であったという。群馬県立文書館は震災後いちはや く沿岸部自治体の調査
に入 り,全史料協に対 しても情報提供があった。6月9日,国 立公文書館にて
開催された全国公文書館長会議においてこの調査結果が報告され,何 らかの
対応が必要との認識が関係者に共有されることになった。そして文書館では,6
月か ら被災公文書のうち約1,200点(簿冊)を 現地か ら文書館まで搬送 し,
















時委員会の活動 もようや く焦点を結んでくる。7月2日 ・3日には,国文研 と
臨時委員会の共催で,釜 石市役所公文書の レスキュー活動について報告会を






が陸前高田市の視察を行い,現 地で開催 した第2回 臨時委員会で報告を行っ
た。
このように7月2日 ・3日の両 日,臨時委員は現地入 りをし,釜石での実践
に触れ,同 時に陸前高田の視察情報 も得ることがで きた。両 日にわたって臨
時委員会を開催 し,議論を通 じて,臨 時委員会 として陸前高田市役所文書の
レスキューを実施する旨が決定,筆 者が担当委員 となった。この時点で構想
されていたのは,次のようなスキームであった。
第1に,基 本的なスタンス として,公 文書 レスキューを通 じた行政支援 と
したい というものであった。釜石の レスキュー活動に対 して,市 役所側か ら
「行政を進める上で必要な資料の手当をして くれるのはありがたい」という声





市を事例 として作っていけないだろうか,と 構想 したのである。そ してこの





これについては委員会において,人 手,作 業場所,資 材確保等の各側面か
ら,現地での作業は困難ではないか との指摘が出されていた。 しか し臨時委
















想は,文化財,地 域歴史文化,MLAK施設の再建 とともに,災害を記録 し伝
東日本大震災被災地における
被災公文書のレスキュー活動203
承 してい くこと,記録を保存 ・公開する必要に触れている6)。現在,文化財等
救援委員会,各 地の歴史資料ネットワーク,ボ ランティア団体等により,地
域歴史資料や文化財等の復旧活動が進め られている。全史料協の活動 もこう
した全体構造 の中で とらえる必要があろう。そ して 「復興への提言」構想に
も,こうした大 きな傾向 と重なる部分が含まれていることは注 目すべ きであ
























にはならなかったようである。筆者 らが7月 に現地視察 した際 津波の勢い













所への搬出(2)作 業対象の確定(3)乾 燥作業など(4)復 旧作業の4段
階計画であった。作業場所については,市役所から約10km離れた,旧陸前高
田市立矢作小学校校舎の使用が可能 との情報を市か ら得ていた。臨時委員会
ではそこまでの搬出に第1に 着手すべ きと考え,運搬手段 ・人手 ・費用につ



















して もらうことを構想 していた。この点は釜石市での国文研の取 り組みに学
んでいる。臨時的なものではあるが,現 地での雇用創出と再建へのささやか








の レスキュー ・復旧作業をすでに開始 していたのである。法政大学がこうし
た活動に取 り組む背景には,法政大学が従来から国会や市町村議会 との問で,
教育研究や人的交流を通 じた関係を構築 して きたという経緯があった。特に
陸前高田市議会については,法学部教員がアドバイザーとして支援 して きた









担当委員 として考えさせ られたのは,で は全史料協固有の,全 史料協でなけ
ればで きない活動 とは何だろうか ということであった。 もちろん多様な主体
と協調 しつつ,実 際の作業が進むことが最 も重要なことである。 とはいえ資




た。 しか しこうした筆者の考えは,ま だ漠然 としたものであった。
5.全史料協による救援活動
こうした経緯を経て,全 史料協による陸前高田市役所の現用公文書の レス





うした経験に基づいて,臨 時委員会に対 して も初期か ら情報提供や技術面の
ア ドバイスを寄せ られた。陸前高田市での レスキュー活動の現場で も,林氏
か らアドバイスを受けたり,議論 したりしなが ら作業を進めていったことを
申し添えてお きたい9)。









よって旧矢作小学校校舎まで搬送された公文書群(簿 冊)で あ り,筆者達は
その点数を約15,000と見積もっていた。レスキュー活動の当面の目標 として
は,津波によって水損 した公文書群を,全体 として安定的に放置で きる状態
に,で きるだけ早 く移行させること,に設定 した。つまり,放置 しておいて
も,水損によるカビの発生を防 ぐことがで きるような状態にまで,と にか く
乾燥させることを重視 したのである。津波により被災 した公文書群は,泥 な
どの汚物 も大量にかぶっている。これ らを払い落 とす,つ まりクリーニング
作業が当然想定されるが,乾 燥することにより泥が自然に落ちることが予想




が指摘された。 しか し当初の呼びかけには修復 も含まれていた。こうした議
論か ら窺われるのは,少 なくともこの時点では救援委員会が全体 として どの
地点に活動を落着させるのか,明 確な合意が形成されていなかったというこ
とである。実際の レスキュー活動の現場では,「どこまでやるか」は,被災資














作業 日程について述べてお く。乾燥させる作業であることか ら,秋の気候
を考慮 して9月 か ら10月までに乾燥のめどを立てることを目標とした。それ
以降は現地は寒 くなることか ら,秋の問に乾燥させようとしたのである。ま





し今後 も断続的ではあれ,引 き続いて専門家を派遣 したい と考えている。
しか し作業自体は現地で継続 している。その後,地 元の方々によって作業
が継続 して行われているのである。全史料協メンバー抜 きで も,作業が進ん
でいるわけだが,こ こで作業に従事 した人々について述べる。まず全史料協
か ら派遣 したメンバーである。全史料協では,震災発生後に現地での レスキ
ュー活動に従事で きる,ま たは従事を希望する人々を,機関会員 ・個人会員
か ら募っていた。継続的に募集を続けた結果,レ スキュー事業開始時点での
登録者数は約40人にのぼっていた。かれらは職業的に古文書や公文書,あ る



















という悪条件 も重なり,参加する上で本務 との調整がつかない というケース




文書 レスキュー活動に従事する上で,こ れまで公文書 と関わることのなかっ
た現地の方々と協力 して作業で きたことは収穫だったのではないか と考えて
いる。上記作業期間のうち実働は18日,この期間に全史料協は延べ49人を











筆者達の作業は,こ うした状態にある文書群の山をくず し,文書(簿 冊)
床面へ展開する,つ まり立てて並べてゆくことか ら始め られた。乾燥を促進
するため,バ インダーや表紙か ら文書の綴 りをはず し,の どの部分を手前に
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置 き換えて紐で くくり,立てて並べていったのである。また,通気性の良い
果物の収穫カゴをホームセンターで購入 して,文 書を収納 して積み上げるな
ど,限 られたスペースの有効活用をはかった。文書の乾燥を促進するため,
風が当たりやすい状態をつ くることか ら始めたのである。水分を含む大量の
文書を,残暑 と塵埃の中で運搬する作業はきびしい もので,高 齢者や女性を




バーが関東や関西か ら発送 したり,現地のホテルか ら譲 り受けたりして調達
した。乾燥を促進するためには扇風機が有効である。釜石市での レスキュー
に対 して天草アーカイブズか ら工業用扇風機数台が提供されていたが,陸 前







代等に基づ く文書の分類 あるいは元の配架場所に即 した整理を行わず,文
書群を全体 として放置 して も劣化のおそれの少ない,安 定 した状態にまでボ
トムアップしてい くことを筆者達は方針 とした。しかし市側の意向としては,
廃棄すべ きもの と保存 してい くものの弁別をこの機会に行うことを希望 して
いた。そこに市OBの 役割も期待されていたのである。かれらの考え方では,
保存年限の過 ぎた文書は廃棄すべ きであ り,また内容面で も保存 してお く必
要のない文書を仕分けして廃棄 してい くことが必要 となる。これは適切な文














い。一部に昭和の大合併以前の村役場文書 も含まれているが,大 半は新 しい
文書である。筆者達はこれ らの文書群に,地域の記録資料 として,そ して将
来の文化財 としての価値を見いだしたのである。特に今回の災害においては,
地域の姿が失われて しまったところもあ り,そのような失われた地域のあ り
方を記録 した文書 として貴重なのではないか と考えたのである。






方自治体において も実現 してほしい という願いである。冒頭で指摘 したよう
に,公文書管理法は過酷な社会状況の下で施行された。この大規模自然災害







脈や継続性の もとで とらえる基礎が得 られるのである。そ して,自 治体にも
このような視点を持ってほしいのである。全史料協の活動は,公文書 レスキ
ューを通 じた自治体支援,地 域支援であ り,さ らに踏み込むならば,歴史的
存在 としての地域のあ り方を大切にした復興 ・再建の実現に結びつ く営みな
のではないだろうか。











資料 ・記録資料を取 り扱う博物館学芸員やアーキビス ト(あるいはその卵)




が人員の確保 ・調整に苦慮 した場面 もあった。
こうした困難の克服 と,経験の広範な共有 という側面か ら,公文書 レスキ






だ実現 していないが,今 後実現に向けた努力が継続される見通 しである。
実際に取 り組みが展開 したレスキュー活動においては,陸前高田市担当者
による諸条件の調整(作 業場の手配 ・整備,人 員の確保)と,現 地従事者の
頑張 りが大 きな意味を持った。市担当者の尽力によって緊急雇用による臨時

















避けなが ら乾燥作業をさらに進めてい くことになる。そ して乾燥に目処がつ
いた文書か ら,クリーニ ング,フ ァイル交換 目録作成などに順次作業を進










員の一員 として,こ れ らの活動に引 き続 き従事 してい く所存である。
(付記)本 論は,2011年10月27日・28日に開催された第37回全国歴史資料
保存利用機関連絡協議会全国(群 馬)大 会の全体会1で 報告 した内容に加筆
したものである。同じ大会の研修会では,西村慎太郎氏(国 文学研究資料館)
による釜石市の レスキュー事例の報告 もあった。これ らの概要は全史料協刊
行の 『記録 と資料』や 『会報』で公表される予定である。
(しまだ ・かつひこ/経済学部准教授/2011年11月2日受理)
